別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　項：公衆衛生費　　目：食品衛生指導費
	事業名:　食品危機管理対策推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　健康福祉部　生活衛生課　食品安全推進担当　電話番号：058-272-1111（内2568）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11222@pref.gifu.lg.jp
	事業費   


　要求額：4,410千円（前年度予算額：5,579千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　(1) 岐阜県食品安全連絡会議の運営　  96千円
   　　　○ 食品危機管理事案に関する情報共有と、連携強化を図るため、食品流通業界の団体及び企業代

　　　　　 表者と行政からなる会議を開催
　(2) 食品表示の適正化　1,380千円
   　　　　　　○ 食品表示の適正化を図るために、食品表示の監視指導と事業者向け講習会を実施するほか、食
　　　　　　　　品表示ウォッチャー研修会の内容の充実を図り、県民目線でのモニタリングを強化する。

　　　　　　　　  1) 食品表示の監視指導　
      2) 食品表示総合講習会の開催
　　　3) 食品表示ウォッチャー（１３０人）の配置と研修
　(3) 輸入加工食品の残留農薬等の検査（委託）2,780 千円
   ○ 輸入加工食品を対象に、有機リン系農薬の検査を登録検査機関への委託により実施。  
      残留農薬　50検体 　　 
　(4) 毒劇物検査キットの整備　154千円
            ○ 異味、異臭など原因を特定しがたい有症苦情の発生時など、危機管理的な事案に対応するための

               毒劇物検査キットの整備。
	２　所要経費


(1) 岐阜県食品安全連絡会議の運営　  96千円
(2) 食品表示の適正化　1,380千円
(3) 輸入加工食品の残留農薬等の検査（委託）2,780 千円
(4) 毒劇物検査キットの整備　154千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

　５　安心してモノや食品を買い、消費できる地域をつくる

　　○安全な食品をどこでも買うことができ、安心して食事が出来る地域をつくります。
　
	２　これまでの取組状況


　(1) 岐阜県食品安全連絡会議の運営　  

   　　 (2) 食品表示の適正化　
   　　　　　　　 1) 食品表示の監視指導　
      2) 食品表示総合講習会の開催（２回）
　　　3) 食品表示ウォッチャー（１３０人）の配置と研修
　(3) 輸入加工食品の残留農薬等の検査（委託）
       残留農薬　50検体、メラミン 20検体 　　 

　(4) 毒劇物検査キットの整備　
	３　これまでの取組に対する評価


　各種の事業施策により、事業者に対する指導や消費者に対する食品表示等の提供を行っている。
　食品に対する危機管理として、輸入加工食品の残留農薬検査を行い、県内流通食品安全性を確認した。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
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